
報告と対話のつどい

２０２２年・令和４年７月２日１７時３０分～１９時
福岡県古賀市議会
会派・友和(ゆうわ）

今回はZOOM で視聴できます。
ID ８１５ ０３２３ ２３３５
パスコード ３９７４３７

森本義征
会派代表

議会選出監査

清原哲史
総務委員長

奴間健司
議運委員長



プログラム
次 第 担 当

１ 主催者あいさつ 森本義征

２ 各議員あいさつ
森本義征
清原哲史
奴間健司

３ 報告① 新型コロナ、補正予算、千鳥苑 奴間健司

報告② AIオンデマンドバス、薬王寺・快生館 清原哲史

報告③ 古賀駅東口、西口 森本義征

４ 質疑応答、対話

５ お礼のあいさつ 清原哲史



新型コロナ感染症
４回目ワクチン接種開始





４回目ワクチン接種
６月２７日から接種開始

４回目は６０歳以上と
１８歳以上６０歳未満で
基礎疾患のある人等



補正予算
６億５１００万９千円の増額



児童扶養

手当受給者に
一人当たり
５万円給付

６月３０日に
振り込み



運送事業者にガソリン代支援
１リットル当たり１０円

妊産婦に
タクシー券２万円分





●今年から行政評価を政策
検証と称した制度に変更し、
行政経営システムの再構築
を行いながら、より深い分析
を行うこととしている。
●その手段のひとつとして、
施策の満足度や重要度を図
るアンケート調査や市民討
議会、総合政策検証会議な
どを活用する。

一般質問での答弁市民討議会を５回開催



千鳥苑
存続要望の署名開始



2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

使用総数 44,141 45,184 51,323 45,972 47,929 47,302 27,412

室利用団体 2254 2422 2170 2299 2496 1777
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千鳥苑・利用者総数と室利用団体数

使用総数 室利用団体

高齢者の居場所

コミュニティの場

包括支援モデル
共生社会の拠点

こどもの利用

送迎バスの活用

避難所の役割

千鳥苑
年間4万人から５万人の利用者



千鳥苑に関するお金の話し
指定管理料
２０１９年～２０２３年

２６８４万円/年（市→社会福祉協議会）
（２０１９年:３８円/人・月）

工事費
（１０万円以上、市負
担）

２０２１年 １８０万円
２０１８年 １２００万円（空調更新）
２０１７年 ２００万円（防水工事）
２０１４年 １０００万円（耐震工事、ＬＥＤ）

利用料金（入館料１５０
円、各部屋の利用料）

２０２０年 ３３０万円（２万７千人）
２０１９年 ５２０万円（４万７千人）

公共施設総合管理計画に
おけるコスト（国が示す
ソフトによる試算）

建替
１，５４６㎡×３６万円/㎡＝５億５．６５６万円
大規模改修
１，５４６㎡×２０万円/㎡＝３億 ９２０万円



公共施設等総合管理計画【第1期アクションプラン】

施設名 面積 ㎡ 機能 建物 備考

市民体育館 １１７５ 移転を検討 廃止を検討

クロスパルこが ７２４２ 維持 複合化を検討

米多比児童館 ４３３ 移転を検討 廃止を検討

あすなろ教室 ６６ 移転を検討 廃止を検討

市民活動センター ４５ 移転を検討 廃止を検討

千鳥苑 １５４６ 移転を検討 廃止を検討 2022年度に築45年

２０６０年までの４０年間に総延べ床面積を約２割圧縮
コスト面では約５４億７千万円の削減

第１期アクションプラン：２０２１年度～２０３０年度

計画期間内に、
関係団体と協議を行い、
施設の方向性について

明らかにする

２０１７年３月策定

２０２１年８月原案
２０２２年１月決定

２０１４年４月
総務大臣通知・策定要請

３．４６％



田辺市長の答弁
（２月２５日の本会議）

「廃止」を検討する施設を
挙げたのであり、「廃止」
を決定した事実はない

千鳥苑等の「移転・廃止」



●千鳥苑については、令和5年度末までの指
定管理期間として運営していたが、さらに令
和10年度までの5年間、現施設において指定
管理を行う方針を決定したことから、次期指
定管理期間を終える令和10年度末までに、そ
の後のあり方について検討しお示しする。
●市民体育館については、公共施設等総合管
理計画第1期アクションプランの計画期間中
（２０３０年）にお示しする。

６月定例会での答弁 「
結
論
を
先
延
ば
し
し
た
だ
け
。
延
べ
床
面

積
の
２
０
％
削
減
、
『
移
転
・
廃
止
』そ
の
も

の
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
」



●機能維持を前提として、令和10
（2028）年度末までに、他の公共施設へ
の移転、民間施設の賃借や民間移譲など
の民間活力を使った手法なども含めて詳
細に検討を進め、結論を得る。

●千鳥苑について、令和10（2028）年度まで現在の施設での指定管理を継続する方針を

決定した。 少なくとも今後7年間は、今の場所で高齢者福祉な

どのサービスを提供する。

田辺市長のブログ



公共施設等適正管理推進事業債
２０２２年度から２０２６年度まで延長

対象事業 充当率
交付税
措置

建築物：延べ床面積の減少を伴う集約化・複合化事業

非建築物：維持管理費等が減少すると思われる集約化・複合化事業

９０％

５０％

公共用建物：施設の耐用年数を法定耐用年数を超えて延長させる事業

財政力
に応じ
て

３０～５
０％

転用事業:他用途変転用事業

コンパクトシティ形成に向けた長期的まちづくりの視点に基づく事業

公共施設等のユニバーサルデザイン化のための改修事業

地球温暖化対策計画において、地方団体が率先的に取り組む事業

太陽光発電の導入、ＺＥＢの実現、省エネ改修、ＬＥＤ照明の導入

公共施設の除却を行う事業 －



署名運動に
ご協力お願いします

署名用紙をお持ち帰りください
期間は８月２０日まで

署名が集まったらご連絡ください
０９０－３６６４－１６７４



中
学
校
の
体
育
館
等

１
０
月
か
ら
開
放



ＡＩオンデマンドバス
１０月に実証運行



Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

２
０
２
１
年
４
月

宗
像
市
日
の
里
地
区
で
乗
車
体
験



ＡＩオンデマンドバスにかかる予算

２０２１年１２月定例会

補正予算
１７１０万円
バス３台購入費

２０２２年３月定例会

当初予算

３３０６万９千円
運行委託１２８６万６千円
運行支援委託２０２０万３千円



Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

１
０
月
実
証
運
行

エ
リ
ア
は
花
鶴
丘
、
日
吉
台
、
し
し
ぶ

エ
リ
ア
内
１
５
０
円
、
エ
リ
ア
外
３
０
０
円



エリア内の
ミーティングポイント

３０か所
エリア外の

ミーティングポイント
６か所



薬王寺「快生館」
予算累計

２億１０８５万６千円









「
将
来
必
要
な
こ
と
だ
か
ら
２
億
円
超
す

税
金
を
つ
ぎ
込
み
、
有
益
費
を
一
株
式
会

社
に
明
け
わ
す
の
は
国
も
認
め
て
い
る
」



古賀駅
西口、東口開発





古賀駅西口活性化の実行体制



回遊性を高める歩行者動線

メインの歩行者動線は、駅

から生涯学習ゾーンへと

人々を導く接続性を与えま

す。また、隣接敷地からも

公園にアクセスできる敷地

内歩行者通路の設置を誘

導します。あわせて公園と

生涯学習ゾーンの間を横

切る花見栗原線の円滑な

渡り方を検討していきます。

公園内の動線は機能配置

と合わせ、「歩くこと」を誘

発する動線計画とします。

防災拠点としてのオープンスペース

地域の避難場所や防災活動拠点としての活用も想定
し、十分な広さを確保するとともに、マンホールトイレ
やかまどベンチなどの防災設備や、備蓄倉庫の設置
などによる防災機能の強化を図る計画とします

整備基本計画

34



35

古賀駅東口
整備基本計画

商業・業務・居住
賑わい・サービス
憩い・子育て
交流・学び
生涯学習



36

古賀駅東口
整備基本計画
駅前広場
自由通路
駐輪場



古
賀
駅
東
口

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



古賀駅東口、西口並びに千鳥駅に関する予算
予算項目 予算額

古賀駅周辺
整備事業費

１億３６６万９千円
（内訳）古賀駅東口周辺基盤整備予備設計委託 ７００５万６千円

古賀駅西口駅前広場整備検討委託 ２０２５万７千円

古賀駅西口
エリア
マネジメント
支援事業

６８２０万円
（内訳） エリアマネジメント支援委託 １４８５万円

拠点形成事業補助金 ４８１８万円
空き店舗改修補助金 ５００万円

古賀駅西口
予算の累計

９４６０万円
（債務負担行為、拠点形成補助、空き店舗改修補助）

千鳥駅
周辺整備事業

１億４０９３万円
（令和３年度繰越予算を含む）


